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要     約

豚回虫卵，豚鞭虫卵，腸結節虫卵の検出状況を全国の養豚場で調査した．材料には2005年9月～2007年3月に全国
150カ所の養豚場で採取した豚の糞便4,221検体をもちいた．虫卵検査はショ糖液浮遊法によって実施した．虫卵検出
率は，豚回虫卵2.0％，豚鞭虫卵2.1％および腸結節虫卵2.5％であった．検出率を肥育豚，母豚，種雄豚で比較したと
ころ，豚回虫卵は母豚と種雄豚が，豚鞭虫卵は肥育豚と種雄豚が，腸結節虫卵は母豚が有意に高かった（P＜0.05）．
39.3％の農場ではこれら3種の虫卵のうち1種以上の虫卵が検出された．また，15.3％の農場では2種以上の虫卵が検
出された．今回の調査から，国内の養豚場ではこれら3種の寄生が依然としてみられ，各農場での寄生状況を把握して
適切な対策を実施することが重要であると考えられた．―キーワード：豚回虫，疫学調査，腸結節虫，豚鞭虫．
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